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評議会（９月９日（火））承認事項

東京大学医学部附属病院規則の一部改正

診療科長の選任方法に教授が欠員の場合を追加し、併
せて中央診療施設等、薬剤部及び看護部の部長等を含め
た職務等の規定の見直しに伴い所要の改正が行われた。

附　則
この規則は、平成15年９月９日から施行し、改正後の

東京大学医学部附属病院規則の規定は、平成15年７月16
日から適用する。

東京大学における教員の任期に関する規則の
一部改正

大学院医学系研究科及び大学院農学生命科学研究科で
は、既に導入している教員の任期制の教育研究組織等の
見直しに伴い所要の改正が行われた。

附　則
この規則は、平成15年10月１日から施行し、同日以降

に任用される者について適用する。

東京大学教養学部規則の一部改正

後期課程基礎科学科における分科名をより適切な教育
内容を明示するものに改めるとともに、授業科目の名称
変更等カリキュラムの見直しをするために、所要の改正
が行われた。

附　則
１　この規則は、平成15年10月１日から施行する。
２　平成16年３月31日以前に本学部後期課程に進学又は
入学した者については、改正後の第10条及び別表第２
の規定にかかわらず、なお従前の例による。

東京大学医学部附属病院及び東京大学医科学
研究所附属病院受託実習生受入規則等の一部
改正

附属病院等においては、委託による研修生・実習生を
受け入れており、薬剤部では一般的な薬剤実務の研修・
実習にとどまらず、より幅広い薬剤師として必要な知識
と技術の習得を目指すことを目的としている。そのため
の独自のカリキュラムに基づき専任の指導教官及び技官
が調整剤部門、製剤部門、医薬品管理部門、情報・研究
部門において指導を行っており、他の職種の教習とは内
容が異なっている。このためのカリキュラムを実施する
研修期間として、受託実習生については２週間、研修生
については11ヶ月を必要としている。また、受入れに係
る受託実習料・研修料については、実際に要する経費や
準備などの時間を考えると実態と大きくかけ離れてお
り、積算を見直す必要があること等に伴い所要の改正が
行われた。

附　則
この規則は、平成15年９月９日から施行し、平成15年

７月15日から適用する。

「東京大学大学院公共政策学教育部・公共政
策学連携研究部設立準備会」の設置

教育部及び連携研究部の創設に関すること等について
審議するため、次のとおり標記準備会を評議会の下に設
置した。

東京大学大学院公共政策学教育部・公共政策学連携研究

部設立準備会要綱

（設置）
第１条　東京大学に東京大学大学院公共政策学教育部・
公共政策学連携研究部設立準備会（以下「準備会」と
いう。）を置く。
（任務）
第２条　準備会は、次に掲げる事項について検討する。
1 教育部及び連携研究部創設に関する基本事項
2 大学設置・学校法人審議会に関する事項
3 その他教育部及び連携研究部創設に関する事項
（組織）
第３条　準備会は、委員長及び委員若干名をもって組織
する。
（委員長）
第４条　委員長は、副学長のうちから総長が委嘱する。
２　委員長は、準備会を招集し、会務を総括する。
３　委員長に事故あるときは、あらかじめ委員長の指名
する委員が、その職務を代理する。
（委員）
第５条　委員は、次の各号に掲げる者に総長が委嘱す
る。
1 副学長
2 関連する研究科（学環を含む。）及び研究所の長
のうちから総長が指名した者

3 総長が必要と認めた教授又は助教授若干名
4 企画調整官
（委員以外の者の出席）
第６条　準備会には、委員のほか委員長が必要と認めた
者を出席させることができる。
（部会）
第７条　準備会における検討を補助するため、準備会の
もとに部会をおくことができる。
（庶務）
第８条　準備会の庶務は、事務局学務課において処理す
る。
（補則）
第９条　この要綱に定めるもののほか、準備会の運営に
関し必要な事項は、準備会の定めるところによる。

附　則
この要綱は、平成15年９月９日から実施する。

一般ニュース�
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情報理工学系研究科岩田覚助教授第18回数理
計画法国際シンポジウムにおいてFulkerson
Prize を受賞

平成15年８月、コペンハーゲンで開かれた第18回数理
計画法国際シンポジウムにおいて、岩田覚助教授が、か
ねてから評価が高かった劣モジュラ関数最小化に関する
論文（藤重悟氏、L.Fle ischer氏と共著）に対して
Fulkerson Prizeを受賞しました。
この賞は離散最適化に関する理論的貢献に対して国際

数理計画法学会とアメリカ数学会によって授与される国
際賞で、日本人では初の快挙です。
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第12回原子力研究総合センター技術発表会開
催される

原子力研究総合センター主催の技術発表会が９月１日
（月）13時15分より開催された。技術発表会は、技術職
員相互の交流と技術水準の向上をはかるため毎年開催さ
れており今年で第12回目を迎えた。開会の挨拶は、セン
ター長（技術部長兼任）の中澤正治教授が病気のため、
伊藤泰男教授が行った。その後、引き続き以下の題名で
発表された。

１．ＭＡＬＴの現状
（タンデム加速器研究部門　中野忠一郎）

２．パルサーを用いたエネルギー較正方法の検討
（共用設備管理部門　森田　明）

３．高温質量分析計の技術開発と今後
（共用設備管理部門　安本　勝）

４．話題提供「コンドライト隕石の化学組成」
（全国共同研究部門研究機関研究員　尾嵜大真）

５．話題提供「宇宙線生成核種10Ｂｅによる
南大東島の土壌の年代測定」

（タンデム加速器研究部門研究機関研究員　前島勇治）
６．大学開放研におけるGe-SSDのセッティングの方法

（全国共同研究部門　石本光憲）
７．MALT PIXEシステムのバッキング材に関する

基礎データの蓄積
（タンデム加速器研究部門　中野忠一郎）

８．酸共存放射線劣化溶液系へのＵ（ＶＩ）の担持
（共用設備管理部門　池田秀松）

発表会終了後には懇親会があり親睦を深めた。

（原子力研究総合センター）

第28回東京大学伊豆・戸田国際マラソンレー
スの開催

今年で28回を迎える伊豆・戸田マラソンレースをご存
知でしょうか？
東京大学戸田寮（スポーティア戸田）をスタート及び

ゴールとする42.195kmのフルマラソンレースです。
富士山を望む秋の西伊豆の海岸線や緑豊かな自然いっ

ぱいのコースを走ってみませんか。
前大会から学外の一般ランナーも参加し、ロシア国か

らの招待選手を含めた国際交流レースとなりました。
皆様のご参加をお待ちしております。

１．日　　時
11月８日（土） 13時30分 沼津港に集合

18時30分 開会式
戸田寮泊

11月９日（日） ７時00分 スタート
13時00分 レース終了
13時45分 閉会式
16時00分 沼津港にて解散

２．参 加 費　　6,800円
（宿泊費及び沼津～戸田間の往復の乗船料を含み
ます。）

３．募集人数　　100名
（３～５人で１組のチーム参加もできます。）

４．賞 品 等
完走者（６時間以内でゴールした者）には完走賞、
優秀な成績を修めた選手及びチームには表彰状並びに
賞品を贈呈します。
５．健康診断

指定の時刻を厳守のうえ
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